
児童相談所関連研修 法定研修「調整担当者研修」 

【 実 施 日 】 ２月１３日（木）、２月１７日（月） 
【受講決定者数】 ２０名 
【受講生の声】 ・内容がとても濃い２日間でした。子どもの支援をする上で要対協がいか

に大事な役割にあるのかを実感した。もっと関係機関との良い関係を作

ることに注力しなければならないと思った。また、関連の法律について、

自分のものとして使えるようにしっかり学ばなければならないと思っ

た。まだまだ力不足であると実感した。 
・要対協会議では課題解決の話し合いになりがちですが、家族全体を理解

する事が効果的な支援につながると理解しました。家族年表や 1 日の

生活リズムを把握することからと言う考えは斬新でした。法制度の理解

では、早急な課題解決のためにサービスの導入や調整に行きがちです

が、まずは家庭の強みを見極め、保護者や子どもに話しを聞き、サービ

スの押し付けにならないことが大切であると再認識しました。 
・要対協の定義や基本的な役割をまず押さえて、リスクアセスメントシー

トを活用した要対協として、優先的に解決する課題を、視点がぶれずに

客観的に抽出する方法など、ポイントを理解することが出来た。また、

効果的な会議運営の仕方では、ロールプレイやグループワークにおい

て、関係機関との役割分担や、保護者への説明、声かけの仕方など具体

的なノウハウを学ぶ事が出来た。明日からの実践に活かしていきたい。 
・研修の中で、サポートプランの活用の仕方について学ぶことができまし

た。サポートプランをどう組み立てていくのか、母子保健分野の学びを

深めながら、考えていきたいと思います。 
 


